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CASSIOPEIA−UHC達成に向けて、対象の5つの病院における、５つ星に輝く質の高い医療ケアサービスを目指して
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2024年12月20日、ルサカ州保健局にて開催された病院マネジメントハンドブック第1
回執筆会議で議論する執筆メンバーたちの様子。
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病院マネジメントハンドブックの第1回執筆会議をルサカ州保健局にて開催

　2024年12月20日、5つの対象一
次レベル病院、ルサカ郡保健局、ル
サカ州保健局、JICAカシオペアプロ
ジェクトからなる執筆メンバーが集
まり、病院マネジメントハンドブッ
クの草案の執筆を開始しました。本
ハンドブックは、対象病院で実施さ
れている病院マネジメントの取り組
みを他の病院でも実施できるよう
に紹介することを意図しています。

　執 筆 委員会 の 立ち上 げと執 筆メ
ンバーの指名は、2024年6月26日に
行われました。これは、対象5病院の
既 存 の 取り組 みである戦 略 的 計 画
策定（バランススコアカード）、定期
的で一貫性のある会議、病院マネジ
メント委員会などを標準化する文書
が必要であることにプロジェクト関
係者が合意したためです。執筆会議
の開催までには数回の延期を経ま
したが、この度、開催に至りました。

　執筆委員会は、州保健局の臨床ケ
ア専門家、計画担当官、薬剤師と郡保

健局の計画担当官、結核・HIVコーディ
ネーター、病院の院長、計画担当者、
臨床ケア部長、病院事務長で構成され
ています。執筆メンバーは、現実的で
長く使われるハンドブックを作成する
には、より多くの関係者が執筆プロセ
スに参加する必要があることに合意
しました。今回追加された関係者は、
病院の看護部長と情報担当者です。

　対象5病院の喫緊の課題は、行動
計画の進ちょく状況を把握するモニタ
リングの強化と行動計画の実施能力
を強化する質改善（QI）の強化です。

　ルサカ州保健局長に替わり、臨床
ケア専門家のソフィア・ムシスカ氏
は、病院マネジメント能力向上のた
めの文書の起草に参加者が貢献し
たことを賞賛しました。JICAカシオ
ペアプロジェクトのチーフアドバイ
ザーである村井真介氏も、病院マネ
ジメントハンドブックはプロジェクト
目標の達成に必須であり、この会議
は大きな前進であると述べました。

Gladys Kaoma taking a patient into a 
clinicians office for screening

ルサカ州保健局にて、病院マネジメントハンドブックの第1回執筆会議の執筆メンバーたち
との集合写真。
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　2024年12月13日、ルサ
カ州の看護リーダーたちが
レヴィ・マナワサ大学教育
病院に集まり、2024年第
4四半期の交流訪問プロ
グラムで学んだグッドプラ
クティスを共有しました。

　この交流訪問プログラム
は、2024年7月11日に開催
された看護リーダー会議で
の、ルサカ州看護主任担当
官のイヌトゥ・バングウェタ
氏 の 提 案 から発 展したも
のです。同氏は当時、病 院
の現状を改善し、州の看護
師 の 能 力向 上 が 必 要であ
ると熱弁をふるいました。

　レヴィ・マナワサ大学教育
病院の院長であるチャール
ズ・ムテンバ氏は歓迎の挨拶
の中で、「リーダーを対象と
した会議や交流で学んだこ

とを共有することで、医療施
設を訪れる患者にとってより
良い経験につながる」とその
重要性を指摘しました。ムテ
ンバ氏は、「スタッフの態度
が悪かったり、清潔とは言え
ない院内環境であったりす
ることで、患者が病院に来る
のを恐れるのはよくない」と
話し、医療施設の顔として看
護職員がすべての患者を歓
迎するよう激励しました。

　ルサカ州の臨床ケア責任
者であるソフィア・ムシスカ
氏は、州保健局長に替わっ
て挨拶し、四半期ごとに看
護リーダー会議と病院監査
が継続して実施されている
ことを喜びました。また、重
要なサービスである看護・
助産活動を一貫して担う、看
護チームの献身的な姿勢に
称賛の言葉を述べました。

その一方で、ムシスカ氏は、
州内で妊産婦の死亡事例が
続いていることや、看護スタ
ッフのみならず他の医療従
事者の自殺が増加している
ことに悲しみを表しました。
より良い患者アウトカムの
実現に向けて、職員の協力
を呼びかけると同時に、お
互いに関心を持ち合うこと
で、仲間の自殺を未然に防止
することを奨励しました。

　JICAカシオペアプロジェ
クトのチーフアドバイザーで
ある村井真介氏は、世界中
の看護師が患者安全など多
くの革新的な取り組みを行
っていることを紹介し、「ザ
ンビアの看護師が病院医療
サービスの革新的な取り組
みの先駆者となることを期
待している」と述べました。

ルサカ州の看護リーダーがグッドプラクティスの継続実施を奨励

CONT’D
On 16th to 17th 
and the 24th to 

the 25th of April, 
Chilenje FLH fol-
lowed suit with an 

in-house centered 
training. Led by Dr. 
Richard Mwila, the 
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第4四半期の看護リーダー交流訪問プログラムで発言しているクララ・ムレンガ氏。
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2025年国別研修に向け、研修参加予定者の準備は万端
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上: IPCラウンド中のIPCチームメンバーと訪問中
の医療機器技術者たち。 
下: オンラインチェックリストに記入している医療
機器技術者たちの様子。

上: IPCラウンド中のIPCチームメンバーと訪問
中の医療機器技術者たちの様子。 
下: IPCラウンド参加者の集合写真。

　感染予防管理（IPC）
ラウンドの目的のひとつ
は、患者がよりよいサー
ビスを受けられる環境を
実現する方法を見つける
ことで、異なる部門間の
協力を推進することです。

　 チレンジェ一 次レ ベ
ル 病 院（ F L H ）の I P C チ
ーム によって、I P Cラウ
ンドが 成 功 裏 に実 施さ
れる中、2 0 2 5 年 1月1 6
日から3 0日まで日本で
開 催 さ れ る 国 別 研 修

に 備 えて、研 修 参 加 予
定者が続々とIPCラウン
ド に 参 加して い ま す。

　今 回 は 、研 修 参 加 予
定者の中では最後のグ
ル ープとなる医 療 機 器
技術者のクリス・カルバ
氏（チレンジェ一次レベ
ル 病 院 ）、ポ ー ル・シバ
ンダ氏（カニャマ一次レ
ベル病院）、ラックソン・
マンドゥク氏（チパタ一
次レベル病院）、ルサカ
郡保健局の臨床ケア部

長であるチョルウェ・シ
アンチャパ氏が参加しま
した。参加者は、各部門
がIPCプロトコルをどの
ように実践しているかを
見学し、部門が直面する
課題を理解できました。

　 こ の 経 験 は 、国 別
研 修 の テ ー マ の 一 つ
で あ る 他 職 種 連 携 を
理 解 し 、議 論 す る 際
に 役 立 つ は ず で す 。
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ルサカ州保健局長のチョオンガ氏が、2024年12月12
日に開催された疫学準備会議で歓迎の挨拶を行っ
ている様子。

2024年12月13日に開催された看護リーダー会議で
発言中の村井チーフアドバイザー。

チャワマ一次レベル病院のチコンカ氏が、看護リーダー
会議で質問をしている様子。

                                                                                                                                            

プロジェクトの発展に大きく貢献した現地スタッフ、ロイド・ムワンザ氏。新天地でのさらなる活躍を期待！

2025年1月に開催予定のKCCPの参加者がJICAザンビ
ア事務所でビザオリエンテーションに参加している様
子。

病院マネジメントハンドブックの第1回執筆会
議時の執筆メンバーたちの様子。

ルサカで開催された第4四半期看護リーダー会議に
て、ルサカ州保健局のムシスカ氏が、挨拶をしている様
子。


